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１. 概要 
愛知県知⽴市のゆるキャラ「ちりゅっぴ」の認知度・好感度上昇、知⽴市の魅⼒発信を

⾏う 365 ⽇めくりカレンダーを制作した。 
 
２. 背景 
愛知県知⽴市のゆるキャラ「ちりゅっぴ」は 2014 年に市⺠投票によって誕⽣した。「ち

りゅっぴ」は、2016 年 JIMO キャラ総選挙でグランプリを獲得、ゆるキャラ®グランプリ
2017 では準グランプリに輝いた。しかし 2020 年にはゆるキャラグランプリも終了し市外
の⼈の⽬に触れる機会が少なくなった。また、知⽴市が発表している⼈⼝推移のデータに
よると、現在は増加している⼈⼝も 2020 年の 70300 ⼈をピークに減少すると予想されて
いる。 
そこで知⽴市のゆるキャラ「ちりゅっぴ」を通じて知⽴市の魅⼒を発信し、市の活性化

に繋げていきたいと思い、３６５⽇の⽇めくりカレンダーを制作した。毎⽇⼿に取っても
らい、多くの知⽴市の魅⼒的な地を⾒てもらえるよう、３６５⽇の⽇めくりカレンダーの
制作に⾄った。また、繰り返し使えるようにデザインに⽉⽇のみを⼊れた万年カレンダー
を制作した。 
 
３. ⽬的 
本作品の⽬的は以下の 2 点である。 

・知⽴市のゆるキャラ、「ちりゅっぴ」の認知度・好感度を⾼め、地域のブランディング
に貢献する。 
・知⽴市に観光⽬的で訪れる⼈が少ないため、市外の⼈に魅⼒的な場所があることをカレ
ンダーを通じて知ってもらう。住⺠には知⽴市により親しみを感じてもらう。 
 
４. ⽅法 
カレンダーの制作には⾃⾝のオリジナリティを出すために、以下の⼿法を⽤いた。 

 
① ちりゅっぴは愛知県知⽴市のギフトショップ ”ギフト座 丸⼋“が制作しているちりゅっ
ぴのぬいぐるみストラップ（図１）を使⽤した。制作前に卒業制作で使⽤するための許可
をいただいた。 



（図１） 
② ちりゅっぴのぬいぐるみストラップと共に、知⽴市にある店や公共施設等を背景に写真
を撮影した。 
③ カレンダーのデザインを制作し、印刷してカレンダーの形にした。 
 
また、完成したカレンダーを⾝近な⼈とギフト座丸⼋の皆様に配布・感想アンケート調査
を⾏い、⽬的が達成しているか確認を⾏った。 
 
カレンダーデザインに使⽤したソフト 
・Adobe Photoshop , Lightroom（写真編集） 
・Illustrator（カレンダーデザイン） 
 
カレンダー制作に使⽤したもの 
・ちりゅっぴぬいぐるみストラップ 
・Canon EOS M100 , iPhoneカメラ 
・１０⾯割り名刺⽤紙 
・ボックス 
・クリアイーゼル 
 
５. 制作過程 
（１）制作物決定。ギフト座丸⼋様にちりゅっぴのぬいぐるみストラップの使⽤権を得る
ために許可を頂く。 
（２）知⽴市にある店や公共施設等、魅⼒のある地の調査を⾏う。 
（３）ちりゅっぴぬいぐるみストラップと共に（２）でリストアップした場所で写真を撮
る。 



（４）撮影した写真の明るさや彩度等の編集をする。 
（５）カレンダーのデザインを制作する。 
表のデザイン（図２）は、写真が⾒やすいように⼤きく載せてデザインを⾏った。ちりゅ
っぴのセリフの語尾で⼀⾔コメントをつけ、“CHIRYUPPI♡”で枠を作り、親しみを感じ
てもらえるように制作した。裏⾯（図３）は地名と住所を載せることで写真の場所が⼀⽬
で分かるよう制作した。 

（図２）

（図３） 
（６）（５）でデザインしたものを（図４・図５）１０⾯割りの名刺⽤紙⽤に割り振り、
印刷し切り取りまとめる。また、⽉ごとで⾊を変えることで⽉の変わりを明確にした。
（図６） 
 



（図４）

（図５） 

（図６） 
（７）配布・意⾒アンケート調査を⾏う。 
制作したカレンダーに関して意⾒を募るため、Googleフォームを使⽤してアンケート調
査を⾏った（図７・８）。その際、アンケート画⾯にカレンダーの写真と説明⽂（図
９）・365枚の写真（図１０）を載せ、実物を⾒ることができない⼈にも写真で詳しく説
明した。 



 （図７） 

（図８） 

（図９） 



（図１０） 
 
６. 作品に対するアンケート調査の結果 
 アンケートでは五⼗⼆⼈から回答を得ることができた。アンケート結果（図１１・１
２）から、２０代の⼥性を中⼼に様々な年代の⽅に意⾒を得ることができた。また、（図
１３・１４）から知⽴市⺠だけでなくちりゅっぴを知らない市外の⼈にもアンケートに参
加してもらえたことが分かる。また回答者の８４%がカレンダーを飾りたい（図１５）、
９６%がちりゅっぴに関⼼をもった（図１６）と回答している。そして「知⽴市に関⼼を
もった」、「写真が載っていた場所を訪れたいと思った」という選択肢（図１７）も 6割
以上が選択した。 

（図１１） 

（図１２） 



（図１３） 

（図１４） 

（図１５） 

（図１６） 
 
 
 
 
 
 
（図１７） 

 
カレンダーのデザインに関して、以下のような感想を得た。 

・ご当地モノかぁって最初は思ったがデザインシンプルで程よい感じにちりゅっぴがのっ



てるので使いやすそう 
・365 ⽇分も違う⾵景でちりゅっぴを⾒れるのはとても素晴らしいと思った。裏に場所も
記載されているため、訪れることが出来るのも良いと思いました 
・ハートモチーフのデザインと、⽉ごとに⾊が違うのがかわいいと思いました。フォント
もデザインの雰囲気と合っていて素敵です。 
・マスコットだとしても少し動きがあるともっと楽しめる 
・知⽴の要所を知るのにめちゃくちゃ便利だと感じた。⼀⽇ごとに知らない景⾊が⾒れて
捲る楽しい 
・季節感を感じることができてよかった。 
・⽉と⽇にちのみ記載されているので何年も繰り返し使えて便利そうだと思った 
・ちりゅっぴやメッセージが可愛いかったです。裏に場所の住所が書いてあるので気にな
った所に⾏きやすいと思いました。 
・デザインは可愛くていい！ただ 365枚持ってるのが⼤変かも……スマホでも⾒れたら良
さそう！ 
・1枚 1枚、魅⼒となる部分を⼤きく上げているので⾒やすいなと思いました。まだ知ら
ない知⽴市のいい部分、綺麗な観光地が⼀⽬で分かるのがとても良いなと思います！ 
・知⽴市在住なので馴染みの場所が沢⼭あって親しみを感じた。 
・サイズ感や⽇付の部分がハートになっていて可愛い 
・毎⽇、違うコメントがあって、⾊んな場所に⾏くちりゅっぴが⾒れて癒されそう 
・何年も使えるというのがサスティナブルだと思った。 
・次の柄が気になるから毎⽇めくるのが楽しそう！ 
 
７.まとめ 
アンケート調査の結果、９割以上の⼈がちりゅっぴに関⼼を持ったと回答している。ま

た上記の感想より、この制作の⽬的である知⽴市、ちりゅっぴを知ってもらうことは達成
できたと考える。 
しかしアンケートでは、「⽇めくりはめんどくさい」「カレンダーを普段使わないため
飾りたいと思わない」という回答もあった。⽇めくりのカレンダーではなく、スマートフ
ォンで⾒ることができるカレンダーを制作することも、より多くの⼈にちりゅっぴを広め
る⼿法として有効ではないかと考える。また、今回撮影地の選定は⾃⾝で⾏ったが、知⽴
市⺠にインタビューをするなど、⾃⾝では気がつかなかった新たな魅⼒的な地を発⾒でき
る点で必要な⼿法だと感じた。 
今後もカレンダーの配布を⾏い、より多くの⼈に⾒てもらうことでちりゅっぴ・知⽴市

に興味を持つ⼈が増え、知⽴市の地域活性化に貢献できることを期待する。 
 
引⽤・参考⽂献 
第２期知⽴市まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 概要版 
https://www.city.chiryu.aichi.jp/material/files/group/3/dainikichiryusougousenryakugaiyo
uban.pdf 
 
場所選定の際に参考にしたホームページ 
・知⽴市の公園⼀覧 
https://www.city.chiryu.aichi.jp/soshiki/toshiseibi/toshikeikaku/gyomu/1/park/157846931



3550.html 
・知⽴市観光協会公式サイト 
https://www.chiryu-kanko.com/ 
 


